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【目的】

　東南アジアの農村部における環境、保健・医療に対する現実を観察し、対策を考察する機会を探っていた。拓殖大学国際開発教育ファシリテータ養成コースのスタディツアーに参加する機会があり、タイの東北に位置する農村部へ訪問した。村の調査活動では、いくつかのチームに分かれて村の現状について村人への聞き取りや定性的調査を実施した。調査活動の内容を環境状況、保健・医療状況に重きをおき、断片的であるが、環境アセスメントの評価プロセスを応用して調査を行った。その調査結果より改善と対策について考察したい。

【方法】

　農村部で調査を行う計画の段階(スクリーニング)において、環境、日常生活、保健・医療の調査項目の選定を行った。その内容は、環境(気候、大気、水文学、水質、土壌、騒音、悪臭、交通、景観)、日常生活(住まい、食生活、廃棄物、排水)、保健・医療(疾病、診療所、医薬品、健康保険、助産婦)、および健康リスクである(スコーピング)。これらの項目に的を絞って調査(ベースライン)を実施し、ブアゲーオ村における保健・医療対策を考察した。

【結果】

　農村部であり、のどかな雰囲気であるが、夜間は熱帯であっても冷え込む。住まいの構造は全体的に通気性が高く、開放的である。そのため風邪や蚊などが侵入しやすくなっている。寝室には、蚊帳が張られている。

　生活水の排水は、整備されておらず、直接、地面に垂れ流している。地面の窪みに溜まり、人体に有害な化学物質を含んだ汚水を食肉として飼育されている鶏や阿比留が飲用していた。彼らの体内において長期間、汚染化学物質が蓄積され、これを住人が食し続けることによって、がんや公害病の要因となることが考えられる。

　村の屋台においてラーメンが販売されているが、食器を洗っている現場を見ると、節水のためか、洗剤を洗い落とさず自然乾燥させ、これを調理に使用していた。客層を見ると子供が多く、腹痛や下痢を引き起こす要因の1つになっていることが考えられる。

　村の住民が何らかの病に罹患した時は、村の診療所へ治療を受けるが、大きな治療が必要な場合は、都市部の大病院へ通院されている。

　村人が都市へ出稼ぎに行き、帰郷した人にHIVに罹患している者がおり、出稼ぎ者に対し、HIV/AIDSなどの感染を防止するために、保健教育を実施する必要があるといえる。

【考察】

　環境や日常生活による健康被害に対する予防策として、排水溝の整備、家の構造の再考、家庭でプラスチックの容器や人体に有害な化学物質に含まれた物質を直接焼却せず、3Rを意識して廃棄物を分別する必要があると考える。健康予防に関して、学校教育の他、診療所の医師による村の会合の場で健康予防に対する住民への啓蒙運動や地方都市への出稼ぎ者によるHIV予防教育の啓蒙運動を広げていき、最終的に住民主体による広域ヘルスケアコミュニティの構築の実現のための支援を考えている。

